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PRESS RELEASE                                                2024 年 9 月 4 日 

報道関係者各位                                                    株式会社ゆこゆこ 

 

9 月 9 日は温泉の日 2024 年「細かすぎる温泉の実態調査」 発表第 1 弾 

温泉に入った後、体を洗い流すのが正解⁉︎ 泉質によって要注意 

「上がり湯※をしない」と回答した人は約 4 割も 
 

温泉宿のお電話予約サービスやシニアマーケティング支援事業を提供する株式会社ゆこゆこ（本社：東京都中央区、代表

取締役社長：徳田 和嘉子、以下当社）は、昨年に続き「2024 年細かすぎる温泉の実態調査」を実施いたしました。本調

査は、一般生活者が温泉や温泉宿に対してどのようなことを考えているのか、どのような習慣があるのか、といった実態を明らかにす

べく、2023 年から実施しているものです。 さらに、調査結果を踏まえ、多くのメディアにも出演される航空・旅行アナリストの鳥海

高太朗氏による温泉・温泉宿・旅行業界の最新動向に関する解説もご紹介いたします。 

※ここでの「上がり湯」とは、浴室から出る前に、シャワーや水道水など温泉成分のないお湯で体を洗い流すことを指します。 

 

 

今回の調査では、一般生活者が温泉や温泉宿を訪れた際に重視するポイントや入浴時の好み・習慣など、普段の生活では

気に留めないようなポイントを明らかにしてまいりました。次に温泉を訪れる際、より快適に過ごせるように、“温泉宿のプロ”の知識

を活用していただければ幸いです。当社は、“温泉宿のプロ”として、全国各地の温泉・温泉宿のもつ多様な魅力とお客様のニー

ズをおつなぎし、皆様に寄り添い、温泉の魅力をさらに広めるべく活動してまいります。 

 

【調査概要】 

調査名：細かすぎる温泉の実態調査 第 1 弾（2024 年） 

調査方法：インターネット調査 

調査期間：2024 年 7 月 12 日(金)〜7 月 15 日(月) 

調査対象：温泉が好きと回答した 20 代〜60 代の男女 1,500 名   

調査主体：株式会社ゆこゆこ 

【細かすぎる温泉の実態調査 調査結果サマリー】 

① 温泉に行きたくなる季節は、1 位「冬（44.0%）」、2 位「秋（21.4%）」、3 位「春・夏（ともに 2.3%）」 。 

一方で、「特に季節のこだわりはない」という回答も 30.1%にのぼった。 

② 「温泉に求めているもの」上位 3 つを聞く質問では、1 位「癒し（79.6%）」、2 位 「リフレッシュ（64.3%）」、   

3 位 「健康（31.4%）」という結果に。（上位３つを複数選択） 

③ 温泉に入った後、上がり湯※を「する」と回答した方が 58.3%、「しない」と回答した方が 41.7%。 

（温泉ソムリエおすすめの上がり湯の仕方を本文にて解説） 

④ 「露天風呂と屋内風呂のどちらに先に入るか？」は、「露天風呂が先派」が 48.3%、「屋内風呂が先派」が 51.2%。 

⑤ 温泉に入っているイメージのある動物を聞く質問では、「猿」が圧倒的多数（68.9%）を占める結果に。大差はつけ

られたものの、「カピバラ」も 24.3%と健闘。 

⑥ 温泉宿を選ぶ際重視しているポイント上位 3 位は、1 位「アクセス(41.0%)」、2 位「価格(37.1%)」、3 位「料理

(34.9%)」。（上位３つを複数選択） 
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■最も温泉に行きたくなる季節はいつですか？（SA） 

夏の暑さが落ち着き、涼しい季節に移り変わると温泉に行きたくな

る方も多いのではないでしょうか。「最も温泉に行きたくなる季節はい

つですか？」という質問に対して、「冬」が 44.0%、「秋」が

21.4%、「春」「夏」がそれぞれ 2.3%という結果が出ました。また、

「特に季節のこだわりはない」と回答した方も 30.1%にのぼりました。 

 

 

 

 

 

 

■温泉に求めるものはなんですか？上位 3 つを教えてください。（MA） 

「温泉に求めるものはなんですか？上位３つを教えてください。」という質問に対しては、1 位 「癒し（79.6%）」、2 位「リフレ

ッシュ（64.3%）」、3 位 「健康（31.4%）」という結果になりました。 

多くの方が日常生活のストレスや疲れを解消するために温泉を訪れ、「癒し」や「リフレッシュ」を求めているようです。また、健康

維持や改善のために温泉を利用するという回答も一定数みられました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

鳥海 高太朗氏 

 

現代人は仕事や家事、人間関係などさまざまな場面で疲れを感じています。そんな中、近年は温泉旅

行を「非日常」ではなく、日常の延長にあるリフレッシュの手段の一つとしてカジュアルに楽しむ感覚が広

がっています。そのため、気軽に温泉に浸かっておいしい食事を楽しみ、何も考えずにリラックスしたい、癒

されたい…というニーズが強いのではないでしょうか。そうしたニーズを背景に、今後のトレンドではより「プラ

イベート感」が重視されていくと考えられます。例えば他人と顔を合わせずに入浴できる客室風呂付きの

部屋や、部屋数が少なく宿泊人数が限られる小規模な宿など、自分だけの空間を楽しめる宿への注

目がさらに高まっていくものと予想されます。 
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■温泉に入った後に「上がり湯」をしますか？（SA） 

「温泉に入った後に上がり湯をしますか？」という質問に対しては、上がり

湯を「する」と回答した方が 58.3%、「しない」と回答した方が 41.7% と

いう結果となりました。「する」派からは、「菌や汚れが気になる(30 代女

性)」「温泉成分を体に残したくない(60 代女性)」 と、肌を最後にリセット

したいという声がある一方、「しない」派からは「必要性を感じない(20 代男

性)」「温泉成分を残しておきたい(40 代女性)」「習慣にない(50 代男

性)」という声があがりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■露天風呂と屋内風呂どちらから先に入りますか？（SA） 

温泉に入るときに「露天風呂と屋内風呂のどちらから先に入ります

か？」という質問では、「露天風呂」派が 48.8%で、「屋内風呂」

派が 51.2%と全体がほぼ半分に割れる結果となりました。「露天風

呂」派は「季節折々の景色を楽しめる(20 代女性)」、「開放感に浸り

たい(60 代男性)」と自然や露天風呂の広々とした開放感を先に味

わいたいという考えがみられました。一方で、「屋内風呂」派からは、「ま

ず体を温めたい(20 代男性)」や「ルーティンだから(30 代女性)」などの

声があがりました。 

 

 

 

 

 

 

ゆこゆこ広報 高野 

（温泉ソムリエ） 

 

温泉ソムリエとしては、「上がり湯」をすることをおすすめします。泉質によって、成分が残ったままだと肌や

髪に悪影響を及ぼす可能性があるからです。特に酸性泉や硫黄泉などの刺激の強い温泉は、温泉成

分の含まれないお湯で完全に洗い流したほうがよいでしょう。逆に、刺激の少ない肌ざわりの良い温泉で

あれば温泉水で上がり湯をすることもできます。温泉が出ている湯口があれば、そこから桶で新鮮な温

泉を汲んでタオルを浸し、そのタオルで体を拭いてください。皮膚に付着した温泉の膜を保つことができ、

入浴後３時間ほどは皮膚からの温泉成分浸透効果が持続します。温泉成分を確認したうえで、この

「温泉ソムリエ流・上がり湯」もぜひお試しください。 

ゆこゆこ広報 高野 

（温泉ソムリエ） 

 

季節や気温にもよりますが、できれば「屋内風呂」に先に入る方がよいでしょう。外気にふれて体が冷え

ている状態から急に熱いお風呂に入ると、血圧が急上昇し、脳卒中や心筋梗塞などの危険性がありま

す。まずは屋内風呂で体を温め、その後露天風呂に入ることをおすすめします。 
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■温泉に入っているイメージのある動物を教えてください。

（SA） 

皆さんは温泉に入っているイメージのある動物と聞いて、最初にど

んな動物を思い浮かべますか？「温泉に入っているイメージのある動

物を教えてください。」という質問の回答結果は、「猿

（68.9%）」、「カピバラ(24.3%)」、「たぬき(2.2%)」、「犬

(1.5%)」、「熊(0.9%)」、「鹿(0.6%)、きつね(0.6%)」、「その

他(0.9%)」という順でした。最も温泉に入っているイメージのある

「猿」は、雪景色の中で温泉に浸かる姿がメディアや観光ガイドブック

で頻繁に紹介されており、印象に残っている方も多いのではないでし

ょうか。「カピバラ」は動物園で冬の期間に温泉に入るイベントが開

催されることもあり、近年注目を浴びています。 

 

 

■温泉宿を選ぶ際に重視しているポイント上位 3 つを教えてください。（MA） 

「温泉宿を選ぶ際に重視しているポイント」に関する質問においては、1 位「アクセス（41.0%）」、2 位「価格

（37.1%） 」、3 位「料理（34.9%）」という結果になりました。    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

鳥海 高太朗氏 

 

一般的に温泉旅行は１〜２泊の短期滞在が多く、移動にあまり時間を割きたくないという傾向がみら

れます。そのため、アクセスの良さは最も重要視されており、駅から近い宿や送迎がある宿が人気です。

特にシニア層や、車を運転できない方に当てはまるのではないでしょうか。また、温泉宿の滞在そのものを

旅行の目的としている方が多いため、設備やサービスも宿選びの大切なポイントです。料理の質や露天

風呂の有無などが上位に挙がっているのはそうしたニーズからだと考えられます。さらに先述の通り、温泉

が非日常から日常の延長として楽しまれるようになったことで、費用対効果がよい宿が選ばれる傾向が

あります。かつては誰もが一度は泊まってみたいと、あこがれるような高級宿が人気を集めていましたが、

近年は思い立ったらすぐに泊まれるようなリーズナブルな価格の宿の人気も高まっています。 
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鳥海 高太朗（とりうみ・こうたろう）氏 

航空・旅行アナリスト、帝京大学理工学部航空宇宙工学科非常勤講師、有限会社三津和石油（千葉県君津市）非常勤

取締役。国内外の旅行動向などについて、数多くのメディアで活躍。 

 

高野 亜理沙（たかの・ありさ） 

株式会社ゆこゆこ広報。温泉ソムリエの資格を持つ。宿泊情報誌「ゆこゆこ」の編集、新潟県・長野県のエリア担当営業を経て

2020 年より広報に従事。好きな温泉は、乳白色のお湯が温泉情緒をかきたてる白骨温泉(長野県)。 

 

■株式会社ゆこゆこについて 

 当社は、「おとなの毎日に、愉しみを。」を経営理念に、「いい会話をしよう。」を行動規範に掲げ、事業を行っており、“おとな”の

年代の方に毎日を心豊かに過ごす愉しみを届け続けることを目指しています。 

 メインの事業である宿泊予約サービス「ゆこゆこ」は、アナログとデジタルのハイブリッドが最大の特徴です。お客様の 8 割が 50 代

以上であることから、宿泊情報誌「ゆこゆこ」をご自宅に定期配送し、宿泊予約サイト「ゆこゆこネット」とあわせて誌面・Web 双

方活用で宿泊施設情報を提供しています。また、お客様のご都合に合わせ、Web でもお電話でも予約に対応しているので、シ

ニアの皆様にもご愛顧をいただいているサービスです。 

 掲載している温泉地の情報や宿泊プランは、当社の営業担当が実際に現地に足を運んで取り揃えています。また館内のエレベ

ーターや段差の有無などの細かい情報をもとに、電話予約だからこそできる寄り添った対応で、お客様の宿探しのお手伝いをして

います。  

ゆこゆこは、温泉ソムリエ資格保有者数日本一の会社です。（2024 年８月時点） 

 

 

■株式会社ゆこゆこ 温泉宿のお電話予約サービスとは 

「ゆこゆこ」が展開する「お電話予約サービス」は、「ゆこナビ」と呼ばれるオペレーターによる温泉宿の予約代行サービスです。お

客様が必要とする細かな条件がある場合は、宿に直接問い合わせをしたうえで、安心して予約をしていただけます。また、宿泊し

たい宿が決まっていない状態でも、ご要望をお伺いしながら宿探しのお手伝いを行います。「ゆこゆこ」会員数は全国に約 880 万

人。平日お得な宿情報を展開しています。オンライン予約に不安を持つ皆様にもご愛顧をいただいているサービスです。 

 

 

■会社概要 

会社名：株式会社ゆこゆこ 

代表者：代表取締役社長 徳田 和嘉子 

所在地：東京都中央区銀座 2-3-6 銀座並木通りビル 

創 業：2000 年 1 月 

事 業：旅行事業：日本国内の宿泊を対象とする手配旅行（観光庁長官登録旅行業 第 1736 号）、 

コンタクトセンター事業、広告販売事業、有料職業紹介事業 

URL：https://www.yukoyuko.co.jp/（コーポレートサイト） 

本プレスリリースに関するお問い合わせ 

株式会社ゆこゆこ 広報：高野 

メール：yuko_pr@yukoyuko.co.jp 電話：080-2355-0934 

mailto:yuko_pr@yukoyuko.co.jp

